
－47－

［総括と展望］
　河　口　充　勇

まだ発展途上の研究で、ここまでの段階のものを整理して、よ

り深掘りするためのリサーチクエスチョンを見つけていくところ

に重点を置いたものです。8つのケーススタディを通して 3つの

経営に関する「最大公約数」的なキーワードが出てきたところで

す。「企業経営」に関するキーワードは「企業理念の生成・継承」

「危機とイノベーション」の 2つ。「家族経営」に関するキーワー

ドは、「家族精神と後継者教育」「オープンなコミュニケーション」

の 2つ。そして、「財産経営」に関するキーワードは、「自社株式

の分散リスク対策」です。

事業承継の内部構造を 3つの経営からとらえましたが、それぞ

れのリサーチクエスチョンとして、まず「企業経営」に関しては、

「持続可能な企業経営に資する企業理念の生成・継承はいかにし

て可能か」、そして、「危機的状況への対応を契機としたイノベー

ションはいかにして可能か」という 2つの核心的な問いが得られ

ました。次に「家族経営」に関しては、「家族精神を基軸とした

円滑な後継者教育はいかにして可能か」、そして、「創業家メン

バー間のオープンなコミュニケーションはいかにして可能か」と

いう 2つの核心的な問いが得られました。そして「財産経営」に

関しては、「円滑な自社株式の分散リスク回避はいかにして可能

か」という核心的な問いが得られました。
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これに加えて、もう一つ「財産経営」に関する予備的なリサー

チクエスチョンが得られておりまして、それは、先ほど洪先生に

ご紹介いただいた三海商事のケーススタディから着想した、

「M&Aによる事業の存続とさらなる発展はいかにして可能か」と

いう問いです。急激な少子化、個人化により、かつてあたりまえ

であった家族内に後継者を得ることすらままならなくなっている

現状を考えると、我々の研究においても、M&Aという選択肢に

ついてもっと積極的に評価・検討すべきであると思います。

また、我々の研究は、事業承継そのものの内部構造だけでなく、

それを取り巻く社会構造にもアプローチしており、いろいろなリ

サーチクエスチョンが得られております。たとえば、ジェンダー

に関する問いです。東アジア諸社会では、急激な少子化にともな

う自然な流れにより、家族企業における後継者の選択肢として創

業家女性メンバーの重要性が高まってきています。従来男性中心

に構築された事業承継の「舞台」において女性がその「主役」を

務めることになった場合、どのような「調整」が必要となるのか。

このあたりまだまだ深掘りの余地がありそうです。

それから、越境移動に関する問いです。つまり、日本以外の東

アジア諸社会では、リスクヘッジとしての移民・留学が社会的に

意味をなしていますが、それは家族企業の事業承継に対してどの

ような影響を及ぼしているのか、という問いです。我々のフィー

ルドワークを通して得られた現場感覚から、大きな影響があるこ

とは間違いないのですが、この点に注目する先行研究は見当たり

ません。このあたりも深掘りの余地がありそうです。
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それから、財団法人の設置に関する問いです。先ほどの 8つの

ケーススタディではまったく出てこなかった話なので、唐突感が

あると思いますが、家族企業の創業家が財団法人を設立するとい

う話はよくある話とまでは言えないにせよ、決して珍しい話とい

うわけでもありません。その顕在的な機能は社会貢献活動という

ことになりますが、潜在的には、企業 PRや人材教育、経営の一

線を退いた経営者の「受け皿」、あるいは、法人税や所属税の負

担軽減といった様々な機能があるようです。こうした財団法人の

もつ諸機能が、事業承継に対してどのような影響を及ぼすのか。

この点も深掘りの余地があると思います。

このように、事業承継そのものの内部構造と、事業承継を取り

巻く社会構造の双方において、今後いっそうの深掘りを行なうべ

きポイントが浮かびあがってきました。今はまだ富士山の五合目

あたりにいる感覚ですが、さらに上を目指していく中で、今申し

ましたリサーチクエスチョンを一つずつ潰していきたい。その際

には、いきなり抽象化、一般化を目指すのではなく、それぞれの

社会の共通性と多様性を常に念頭に置いていきたいなと考えてお

ります。どうもありがとうございました。
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